
ユニバーサル・デザインの考え⽅に基づいた製品デザインの提案
および ユーザーリサーチ、評価⼿法の提供

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
2020年現在、⽇本の⾼齢化率は28.7%と「超⾼齢社
会」を迎えています。そのため、年齢や性別、障害の有
無や⾝体的特徴に関わらず、あらゆる⼈の使⽤を前提と
した「ユニバーサル・デザイン」の考え⽅に基づいて製
品や環境を開発する事が、「１億総活躍社会」の実現の
為に不可⽋です。
また、⽇本に続いてEU各国や中国、韓国、シンガポー
ル等も急速に⾼齢化が進⾏しており、「超⾼齢社会のた
めのものづくり」ノウハウは国際的なビジネスチャンス
に繋がります。

(概 要）
本研究室では、ユニバーサル・デザインの思想に基づい
た製品デザインの提案、およびユーザーリサーチ、評価
指標など、デザイン開発⼿法の提供を⾏っています。

(期待される効果）
B to C 製品の開発においては、より多様なユーザーに
PRし市場を拡げる効果を、B to B 製品の開発において
は、多様なユーザーの使⽤を前提として、安全で使いや
すい製品を開発する効果が期待できます。

このテーマのキーワード ユニバーサル・デザイン、プロダクト・デザイン、
⼯業デザイン、⼈間中⼼設計

関連するＳＤＧｓ開発⽬標

研究内容(社会背景・⽬的、概要、期待される効果）

●B to C︓⽇⽤品、家電製品、雑貨、
パッケージ等の新規デザイン開発、改良

●B to B︓産業機械等の安全性、ユーザビ
リティ向上の為のデザイン改良

●貴社のニーズに合わせて、学⽣を交えた
コンセプト提案から、より具体的なプロ
トタイピング、モデリングまでのデザイ
ン制作が可能です。

ユーザビリティテストの様⼦

開発した製品デザインの例（⾷器）
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